
かすみがうら市地域公共交通計画の計画期間の延長について

◆令和3年3月に策定された「かすみがうら市地域公共交通計画」にお

ける計画の期間は令和3年度から令和7年度までの5年間となっている。

◆最終年度となる今年度において、7月から千代田神立ラインが路線変

更がされ、中心市街地における交通体系に変化が生じた。また、来年4

月から当市を通過する一般路線バスの運行路線の再編がされる予定であ

り、当市を取り巻く交通環境が大きく変わろうとしている。

◆このような背景から、交通環境の変化に伴う課題や利用者ニーズを次

期計画へ反映すべく、検証整理する期間を確保することから現計画を1

年間延長する。

◆また、市の最上位計画である「第2次かすみがうら市総合計画」が令

和8年度までの計画期間となっているため、更新の時期を合わせること

により交通施策の整合性を図りやすくする。



●施策体系における計画目標・数値目標について

計画目標①「千代田神立ラインの利用者数」は、5年間で130％増加させ
10,000人/年とする目標なため、1年間延長分を考慮し136％増加の10,500
人/年とする。

計画目標⑤「収支率」は、各バス路線における増加人数を反映させ、霞ヶ浦
広域バスの収支率を68％、千代田神立ラインの収支率を19％とする。
ただし、デマンド型乗合タクシーの収支率は、計画期間中の実績値と比べ大
幅な乖離が続いているが、計画の最終年度ということを勘案し変更しないこ
ととする。

計画期間を1年間延長することにより年間の目標で示されて

いる計画目標・数値目標を以下のとおり整理する

出典：かすみがうら市公共交通計画P96

計画目標②「デマンド型乗合タクシーの延べ乗車人数」は、5年間で110％
増加させ8,655人/年とする目標なため、1年間延長分を考慮し112％増加の
8,813人/年とする。

計画目標③「霞ヶ浦広域バスの利用者数」は、5年間で108％増加させ
36,500人/年とする目標なため、1年間延長分を考慮し109.6％増加の
37,000人/年とする。
「スクールパスの販売枚数」は、計画期間中の実績値と比べ大幅な乖離が続
いているが、計画の最終年度ということを勘案し変更しないこととする。

計画目標④「新技術を活用した実証実験」は、計画期間中に実施できていな
い状況が続いているが、計画の最終年度ということを勘案し変更しないこと
とする。
「タクシー利用料金助成事業の利用枚数」は、5年間で110％増加させ
1,050枚/年とする目標なため、1年間延長分を考慮し112％増加の1,100枚/
年とする。
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●新旧対照表（その3）
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●新旧対照表（その4）
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●新旧対照表（その5）
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●新旧対照表（その6）
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●新旧対照表（その7）
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●今後のスケジュール

9月下旬・・・ 地域公共交通会議（書面協議）

↓

協議が調った場合は、その旨を市ホームページへ掲載

↓

10月上旬・・・国へ延長する旨の届出

↓

計画更新に係る作業

（令和7年度及び8年度の2か年で実施）


